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荒川豊蔵の自伝『縁に随
したが
う』には、豊蔵の人生が飾らな

い率直な筆致でつづられ、その人柄を垣間見ることがで
きます。荒川豊蔵資料館では、この自伝に登場する作品
を中心に、エピソードを添えて展示します。



　

荒
川
豊
蔵
資
料
館
で
は
、
自
伝
『
縁
に
随

う
』
に
登
場
す
る
作
品
を
中
心
に
、
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
添
え
て
収
蔵
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
今

回
は
、
初
窯
で
の
困
難
な
状
況
な
ど
、
作
品

を
生
み
出
し
た
背
景
を
紹
介
し
ま
す
。

 

初
窯
の
瀬
戸
黒

　

昭
和
５
年
４
月
、
荒
川
豊
蔵
は
久
々
利
大

萱
の
牟
田
洞
で
古
志
野
の
筍
絵
陶
片
を
発
見

し
ま
す
。
そ
の
後
、
東
濃
地
方
の
古
窯
跡
の

調
査
を
行
っ
て
い
く
う
ち
に
、
志
野
復
興
へ

の
思
い
を
募
ら
せ
て
い
き
ま
す
。

　

昭
和
７
年
７
月
、
牟
田
洞
に
陶
房
を
造
り

始
め
、
長
男
の
武
夫
と
作
陶
生
活
を
始
め
ま

し
た
。
昭
和
８
年
12
月
、
い
よ
い
よ
初
窯
に

火
入
れ
を
し
ま
す
。

「（
略
）
窯
は
陶
房
向
か
い
の
山
上
に
築
く
。

桃
山
期
美
濃
窯
の
作
り
で
あ
る
。（
略
）
冬

十
二
月
初
窯
を
迎
え
る
。（
略
）
こ
れ
は
初

め
て
焚
く
窯
で
あ
る
。
ど
の
程
度
燃
す
と
火

勢
が
ど
う
な
り
、
温
度
が
ど
こ
ま
で
上
が
る

か
、
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
。（
略
）
息
子

が
大
声
上
げ
て
部
屋
に
入
っ
て
き
て
「
瀬
戸

黒
が
焼
け
た
」
と
見
せ
に
来
た
も
の
で
あ
る
。

（
略
）
三
晩
四
日
焚
き
、
結
果
は
失
敗
で
あ
っ

た
。（
略
）」（
荒
川
豊
蔵
著
『
縁
に
随
う
』
日

本
経
済
新
聞
社
、
１
９
７
７
）

　

豊
蔵
が
こ
の
時
造
っ
た
窯
は
、
桃
山
時
代
に

造
ら
れ
た
大
窯
を
再
現
し
た
半
地
上
式
の
窯

で
し
た
。
初
め
て
の
こ
と
な
の
で
、
火
の
勢
い

や
温
度
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
思
う
よ
う
に
な

ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
３
日
目
に
入
り
、
火

入
れ
口
の
前
に
居
続
け
る
と
意
識
が
か
す
れ
、

倒
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
も
意
識
混
濁

の
状
態
が
し
ば
ら
く
続
く
ほ
ど
だ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
武
夫
は
豊
蔵
に
焼
け

た
品
を
見
せ
た
い
一
心
で
窯
を
焚
き
続
け
ま

し
た
。
こ
の
親
子
の
情
熱
に
よ
り
造
ら
れ
た
作

品
が
写
真
の
瀬
戸
黒
で
す
。

　
「
温
度
が
上
が
ら
ず
失
敗
に
終
わ
っ
た
初
窯

だ
っ
た
」
と
、
豊
蔵
自
身
は
振
り
返
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
失
敗
が
起
点
と
な
り
、

こ
の
後
２
年
に
及
ぶ
試
行
錯
誤
に
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。
昭
和
10
年
、
豊
蔵
は
親
交
の

あ
っ
た
北
大
路
魯
山
人
に
自
分
の
作
品
を
見

せ
た
と
こ
ろ
、
よ
い
評
価
を
得
ら
れ
、
自
信

が
つ
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
も
、
豊
蔵
は
研
究
を
重
ね
、
作
陶

に
人
生
を
捧
げ
、
志
野
と
瀬
戸
黒
の
重
要
無

形
文
化
財
技
術
保
持
者
（
い
わ
ゆ
る
人
間
国

宝
）
に
認
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
文
化
勲
章

の
受
章
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

広報かに  2015.2.1　23　広報かに  2015.2.1

豊
蔵
の
世
界
vol.2

～
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
～

瀬戸黒茶碗　昭和 8 年　荒川豊蔵作

自伝『縁に随う』



 

織
部
鷺さ
ぎ

絵
鉢

　

左
の
鉢
は
、
昭
和
８
年
魯
山
人
か
ら
の
依

頼
で
、
星
ほ
し
が
お
か
さ
り
ょ
う

岡
茶
寮
の
名
物
で
あ
っ
た
大
き
い

豆
腐
を
２
丁
入
れ
る
た
め
に
制
作
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
萱
の
豊
蔵
の
窯
で
は
、
織
部
を
焼
く
の

に
は
適
さ
な
か
っ
た
た
め
、
多
治
見
の
友
人

の
窯
で
焼
き
ま
し
た
。

　

こ
の
前
年
、
豊
蔵
は
星
ほ
し
が
お
か
よ
う

岡
窯
を
去
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
魯
山
人
の
美
意
識
や
料

理
と
食
器
へ
の
強
い
こ
だ
わ
り
に
は
一
目
を

置
い
て
い
た
た
め
、
生
涯
付
き
合
え
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

 

ト
ル
エ
ド
ソ
ン
夫
人
の
陶
板

　

ト
ル
エ
ド
ソ
ン
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
商

社
の
東
京
支
配
人
で
あ
り
、
日に
ち

瑞ず
い

協
会
名
誉

理
事
と
し
て
、
夫
妻
で
日
本
と
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
交
流
の
世
話
役
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

　

ト
ル
エ
ド
ソ
ン
夫
人
は
、
日
本
美
術
の
愛

好
家
で
あ
り
、
ま
た
豊
蔵
の
よ
き
支
援
者
で

も
あ
り
ま
し
た
。
戦
時
中
は
、
一
時
帰
国
し

た
も
の
の
、
戦
後
再
来
日
し
、
豊
蔵
と
の
交

流
は
続
き
ま
し
た
。

　

右
の
写
真
は
、
昭
和
21
年
頃
、
瀬
戸
市
へ

夫
人
を
伴
い
、
豊
蔵
が
制
作
し
た
陶
板
で

す
。
窯
の
中
で
破
損
し
た
も
の
を
豊
蔵
が
持

ち
、
う
ま
く
焼
け
た
も
の
を
夫
人
が
本
国
に

持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
孫
娘
の
ア
ニ
カ
が
交
換
留
学
生

と
し
て
来
日
し
た
際
、
美
濃
焼
や
志
野
を
も
っ

と
勉
強
し
た
い
と
の
意
向
で
あ
っ
た
た
め
、

滞
在
延
長
の
希
望
を
支
援
し
ま
す
。
こ
れ
で

夫
人
へ
の
恩
返
し
が
で
き
た
と
豊
蔵
は
振
り

返
っ
て
い
ま
す
。

 

志
野
茶
碗　

銘
「
早
春
」

　

今
月
号
の
表
紙
を
飾
っ
た
志
野
茶
碗
銘
「
早

春
」。
豊
蔵
が
好
ん
だ
志
野
茶
碗
の
文
様
の
ひ

と
つ
に
、
蕨
わ
ら
び

絵
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
作
品
は
、

高
根
（
土
岐
市
）
の
土
で
作
ら
れ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
火
色
が
美
し
く
、
半
筒
の
形

を
し
て
い
ま
す
。
昭
和
55
年
の
「
縁
に
随
う

荒
川
豊
蔵
展
」
で
は
、「
無
心
」
と
い
う
銘
で

出
品
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
故
あ
っ
て
再
び

豊
蔵
の
手
元
に
戻
り
、「
早
春
」
と
つ
け
ら
れ

ま
し
た
。

 

備
前
耳
付
花
入

　

昭
和
19
年
、
豊
蔵
は
、
備
前
（
岡
山
県
）

の
陶
芸
家
・
金か
ね
し
げ
と
う
よ
う

重
陶
陽
方
へ
約
１
週
間
滞
在

し
ま
し
た
。
戦
時
下
で
あ
っ
た
た
め
、
夜
は

暗
が
り
の
中
で
、
歓
談
し
た
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
滞
在
中
に
は
、
徳
利
、
水
指
、
鉢
な

ど
を
制
作
し
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
つ

が
左
の
備
前
耳
付
花
入
で
す
。

　

豊
蔵
は
、
全
国
各
地
の
陶
芸
家
と
交
流
を

持
ち
、
そ
こ
で
得
た
刺
激
を
自
身
の
作
品
に

取
り
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

荒
川
豊
蔵
資
料
館

「
豊
蔵
の
世
界

　
～
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
～
」

期
間　

２
月
６
日（
金
）～
４
月
12
日（
日
）

休
館
日　

月
～
木
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分
（
４

月
３
日
か
ら
午
後
４
時
ま
で
開
館
）

入
館
料　

一
般
２
０
０
円　

高
校
生
以
下

無
料　

共
通
券
３
０
０
円
（
可
児
郷
土
歴

史
館
・
兼
山
歴
史
民
俗
資
料
館
・
荒
川
豊

蔵
資
料
館
の
う
ち
２
館
を
選
べ
ま
す
）

問
合
先
　
可
児
郷
土
歴
史
館

　

☎
�
０
２
１
１
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織部鷺絵鉢

染付波に千鳥図陶板

vol.2

備前耳付花入

季節を楽しむ月替わりの展示も見どころの一つです。

吉野山の絵四方飾皿（4月）

紅白椿絵鉢（2月）



多
様
な
意
見
を
反
映

　

企
画
設
計
の
取
り
ま
と
め
に
あ
た
っ
て
は
、

様
々
な
立
場
の
市
民
や
関
係
団
体
の
皆
さ
ん

か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

① 

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

拠
点
施
設
に
期
待
す
る
こ
と
や
、
既
存
の

子
育
て
関
連
施
設
を
利
用
す
る
際
の
課
題
な

ど
を
整
理
す
る
た
め
、
３
回
に
わ
た
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

期
間　

平
成
26
年
７
月
～
９
月

テ
ー
マ　

拠
点
施
設
の
各
機
能
や
外
部
空
間

に
関
す
る
意
見
交
換
、
親
子
で
食
事
が
で

き
る
機
能
の
検
討
、
既
存
施
設
（
絆
る
ー

む
、
児
童
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
）

の
使
い
勝
手
に
つ
い
て

参
加
者　

子
育
て
中
の
親
や
子
育
て
支
援
に

携
わ
っ
て
い
る
団
体
の
代
表
者
の
22
人

② 

関
係
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ

　

子
育
て
支
援
や
健
康
づ
く
り
、
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
な
ど
に
関
わ
る
団
体
や
施
設
の
職
員

な
ど
を
対
象
に
、
拠
点
施
設
に
導
入
す
る
機

能
な
ど
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し

た
。

期
間　

平
成
26
年
４
月
～
９
月

対
象　

社
会
教
育
委
員
、
子
育
て
サ
ロ
ン
・

民
生
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
母
親
委
員
会
、
母
子
寡
婦
福
祉
連
合

会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
会
（
コ
ネ
ッ
ト
）、
国
際

交
流
協
会
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
広
見
保
育
園
、
す
み
れ
楽
園
）、
市
内
児

童
セ
ン
タ
ー
、
絆
る
ー
む
、
健
友
連
合
会
、

健
康
づ
く
り
運
動
普
及
推
進
協
議
会
、
食

生
活
改
善
推
進
協
議
会
、
商
工
会
議
所
、

駅
前
に
ぎ
わ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員

会
の
20
団
体

③ 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

子
育
て
施
設
の
利
用
者
な
ど
を
対
象
に
、

施
設
の
満
足
度
な
ど
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

期
間　

平
成
26
年
６
月
～
９
月
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対　　　象　　　者 回答者数

子育て応援フェスタ来場者（子育て世代の親） 206人

絆るーむ利用者 122人

広見児童センター利用者（小中学生、大人） 102人

ＪＲ可児駅・名鉄新可児駅利用者（一般、学生） 424人

保健センター利用者 184人

（仮）可児駅前“子育て・健康・にぎわい空間”施設
市民の皆さんの声を反映した

計 画

市は、可児駅前の公共用地における“子育て・健康・にぎわい”をテーマとしたシンボル的な拠点づくりについて、
企画設計（この拠点施設で実現していくことや具体的な施設の機能・規模・配置など）を取りまとめました。
今回はこの中から市民の皆さんから出された意見や、施設のコンセプトなどを紹介します。

中



① 

子
育
て
支
援
機
能
に
つ
い
て

・
妊
娠
し
た
と
き
か
ら
切
れ
目
の
な
い
子
育

て
相
談
が
気
軽
に
で
き
る
こ
と

・
天
候
を
気
に
せ
ず
安
全
に
楽
し
く
遊
べ
る

こ
と

・
子
育
て
に
係
る
情
報
提
供
、
情
報
交
流
が

で
き
る
こ
と

・
親
子
と
高
齢
者
な
ど
、
多
世
代
に
よ
る
触

れ
合
い
が
で
き
る
こ
と

・
先
輩
マ
マ
が
活
躍
で
き
る
こ
と

・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が
で
き
る
こ
と

② 

健
康
づ
く
り
機
能
に
つ
い
て

・
親
子
体
操
や
ヨ
ガ
、
ダ
ン
ス
、
介
護
予
防

運
動
な
ど
が
で
き
る
こ
と

・
健
康
や
食
育
に
関
す
る
情
報
提
供
、
相
談

が
で
き
る
こ
と

・
可
児
川
の
Ｋ
ル
ー
ト
を
活
用
し
た
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
が
で
き
る
こ
と

③ 
地
域
情
報
発
信
機
能
に
つ
い
て

・
可
児
の
特
産
品
、
ブ
ラ
ン
ド
品
な
ど
の
発

信
・
展
示
販
売
が
で
き
る
こ
と

・
観
光
案
内
や
地
域
の
魅
力
を
紹
介
で
き
る

こ
と

・
授
産
製
品
、
市
内
事
業
者
の
子
育
て
・
健

康
関
連
商
品
の
展
示
販
売
が
で
き
る
こ
と

④ 

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
機
能
に
つ
い
て

・
駅
利
用
者
が
飲
食
で
き
る
こ
と

・
親
子
で
気
軽
に
飲
食
が
で
き
る
こ
と

⑤ 

広
場
機
能
、そ
の
他
の
機
能
に
つ
い
て

・
駅
前
広
場
や
可
児
川
を
生
か
し
て
、
市
民

が
気
軽
に
集
ま
る
こ
と
が
で
き
、
く
つ
ろ

ぎ
、
多
目
的
に
利
用
で
き
る
空
間
が
あ
る

こ
と

・
雨
に
ぬ
れ
る
こ
と
な
く
利
用
し
や
す
い
駐

車
場
が
あ
る
こ
と

・
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
中
高
生
も
含
む
）

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
活
躍
で
き
る
こ
と

⑥ 

そ
の
他

・
可
児
の
顔
に
ふ
さ
わ
し
く
、
末
永
く
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
中
身
の
あ
る
も
の
と

な
る
こ
と

・
休
日
や
夜
間
も
利
用
で
き
る
こ
と

・
一
日
を
通
し
て
、
多
く
の
人
が
訪
れ
る
こ

と
が
で
き
る
仕
掛
け
が
あ
る
こ
と

・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
配
慮
す
る
こ
と
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市
民
の
皆
さ
ん
の
声

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
関
係
団
体
や
庁
内
関
係
部
署
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
公
共
施
設
や
駅
の
利
用

者
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
通
し
て
得
ら
れ
た
意
見
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

親子で食事できる
場所がほしい！

気軽に子育ての
相談をしたい！

ヨガやダンス、
介護予防運動ができる
場所にしたい！

可児の特産品、
ブランド品を展示販売

しては？



こ
れ
か
ら
の
予
定

　

企
画
設
計
を
基
に
、
今
年
６
月
ご
ろ
ま
で

に
、
市
民
な
ど
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
次

の
点
に
留
意
し
て
施
設
の
具
体
的
な
設
計
を

行
い
ま
す
。

《
主
な
留
意
点
》

・
可
児
川
の
景
観
に
配
慮
し
、
ま
ち
の
将
来

像
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
可
児
市
の
「
顔
」

に
ふ
さ
わ
し
い
意
匠
と
す
る

・
シ
ン
プ
ル
で
使
い
や
す
い
施
設
と
す
る

・
個
人
情
報
保
護
な
ど
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
配
慮
す
る

・
休
日
や
夜
間
の
開
館
を
想
定
す
る

・
広
場
と
施
設
機
能
、
駅
や
可
児
川
を
有
機

的
に
つ
な
ぎ
、
交
流
と
に
ぎ
わ
い
を
創
出

す
る

・
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
利
用
な
ど
に
配
慮
し
た
駐

車
場
を
設
け
る

・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
よ
る
環
境
負

荷
の
低
減
と
省
エ
ネ
化
を
図
る

・
維
持
管
理
経
費
の
軽
減
に
配
慮
し
、
施
設

の
長
寿
命
化
を
図
る

設
計
業
務
の
委
託

　

柔
軟
で
高
度
な
発
想
・
設
計
力
を
持
つ
設

計
者
に
委
託
す
る
た
め
、
昨
年
12
月
に
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
提
案
者
と

し
て
㈲
香こ
う
や
ま
ひ
さ
お

山
壽
夫
建
築
研
究
所
を
選
定
し
、

設
計
業
務
の
委
託
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

問
合
先　

子
育
て
政
策
室
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施設のコンセプト
市民や関係団体の意見などを踏まえ、施設のコンセプト（施設のあり方）を次のようにまとめました。

市政の重点方針「子育て世代の安心づくり」の実現に向け
て掲げた「マイナス10カ月から　つなぐ　まなぶ　かか
わる　子育て」を総合的にサポートしていく「場」とします。
＜実現すること＞
○妊娠期からすべての親子を対象とした切れ目のない支援
○子育て支援のワンストップサービスの提供
○子育て支援の企画・調整
○親子の交流・学習の場、楽しく遊べる場の提供
○子育てを通した世代間交流の促進

多様な世代が集まり、世代間交流による絆づくりを促進さ
せるとともに、市民の生き生きとした交流・活動によるに
ぎわいを創出する「場」とします。
＜実現すること＞
○可児市の魅力発信
○商業施設の導入
○市民や民間事業者の参画
○多様な世代が集まり、交流・活動できる広場づくり
○市の「顔」にふさわしいランドマークの創出

子どもから高齢者まで、生涯にわたり健康で暮らし続ける
ことを目指す「１・２・３・４で健康づくり」を推進して
いく「場」とします。
＜実現すること＞
○健康に関する相談・情報発信
○健康づくり・リフレッシュができる場の提供

主な導入施設（予定）
児童福祉事務所、保健センター、
児童センター、子育てサロン

主な導入施設（予定）
観光案内所、アンテナショップ、飲食店

　市民活動ルーム、広場

主な導入施設（予定）
健康スタジオ、調理実習室

コンセプト１ 子育て支援の拠点

コンセプト３ 交流・にぎわいの拠点コンセプト２ 健康づくりの拠点



広
　
告
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わが家の防災メモ

可児のお宝
Vol.33

節分を迎えると春の足音が徐々に近づき、田畑の耕作準備が始まります。

土田地内にある白鬚神社の祈年祭は「お鍬まつり」とも言われ、毎年3月

11日（※1）に行われています。

田起こしや種まき、田植えなど一連の耕作をまねた所作を行ない、田植

えの始まる前にあらかじめ今年の豊作を願う行事です。昔は、害虫被害や

天候不順により実りが不安定になりやすかったため、大切な神事でした。

現在でも、氏子総代が禰
ね ぎ

宜役や馬役などに扮して面白おかしく演じられ、

観客から歓声が湧きあがります。

神事の最後に配られる鍬の飾りは、持ち帰って田畑に供えると豊作にな

ると言われています。

誰でも観覧することができますので、一度訪れてみてはいかがでしょう

か。

※１　今年は３月 11日（水）午後３時ごろから行います。
※２　馬鍬。地ならしに用いる農具。

豊作を願う祈年祭

お鍬
く わ

まつり

 問合先　教育文化財課

田かき（竹製のマンガ（※2）を馬が引きます）

鳥追い（稲穂を食べる鳥を追い払います）

緊急地震速報が発表されたら…

Vol.13

●緊急地震速報について詳しく知りたい人は
（気象庁 HP）

●緊急地震速報の報知音を確認したい人は
・テレビのチャイム音
（NHK HP）

・携帯電話、スマートフォンのブザー音
（NTT ドコモ HP）

※ブザー音は携帯電話各社共通のものです。
※携帯電話などでの緊急地震速報の受信に関すること

は、携帯電話各社に問い合わせてください。

問合先　防災安全課

昨年 11 月 22 日のこと。夜 10 時を過ぎたころ、テ
レビや携帯電話が突然チャイム音やブザー音を響かせ
ました。長野県北部を震源とした地震発生を告げる緊
急地震速報です。

緊急地震速報は、気象庁が地震発生直後に各地での
強い揺れの到達時間や震度を予測して発表するもので
す。そのため、発表から揺れの到達まではせいぜい数
秒程度しかありません。

その短い間に自分の身の安全を確保するためには、
どうすればよいのでしょうか。まずは緊急地震速報の
報知音（テレビのチャイム音など）を覚えておくことで、
音が鳴ったらすぐに行動を起こすことができます。ま
た、そのときの場所や状況によって、取るべき行動も
変わってきます。

さまざまな場面を想定し、どうすれば自分の身を守
れるのかを普段から考えておくことで、いざというと
きでも落ち着いて行動できるようにしたいですね。
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簡単！朝ごはんレシピ
早寝、早起き、朝ごはん

簡単！朝ごはんレシピ
早寝、早起き、朝ごはん早寝、早起き、朝ごはん早寝、早起き、朝ごはん

すくすく育て可児っ子

Vol.32

キャベツのケチャップあえ

【材料（４人分）】

問合先　健康増進課

【栄養成分（１人当たり）】
エネルギー：142kcal　たんぱく質：8.9ｇ
カルシウム：116ｍｇ

【作り方】
①キャベツは乱切りにする。厚揚げは一口大に切り、魚肉
ソーセージは斜め切りにする。
②フライパンに油をひき、①を炒める（キャベツのシャキ
シャキ感は残す）。
③�溶き卵を入れ、箸で大きくかき混ぜる。
④�ケチャップを加えて混ぜ、塩・こしょうで味を調える。

コメント・ポイント

卵はよく溶き、炒める時に混ぜ過ぎないようにす
るのがコツです。
お弁当のおかずにもいいですよ。

キャベツ�………………………………………………３枚
厚揚げ�…………………………………………………１枚
魚肉ソーセージ�……………………………………小１本
卵�………………………………………………………２個
塩・こしょう�…………………………………………少々
ケチャップ�………………………………………大さじ３
油�…………………………………………………小さじ１

市立保育園・幼稚園では、地域の子育て中の親子を対象に保育園の園庭を原則として週１回開放しています。園庭
遊び以外にも月に一度、季節に合わせた遊びなどを企画しています（２月はひな祭りの飾りづくりを企画している園
もあります）ので、親子で参加しましょう。

また、子育てに関して分からないことや心配なことなどありましたら相談を受けますので、気軽に声を掛けてくだ
さい。

～マイナス10カ月から　つなぐ　まなぶ　かかわる　子育て～

Vol.14

『ゆうゆうひろば（園庭開放）』

 問合先　こども課

園　名 ２月の実施日

久々利保育園 10 日（火）、17 日（火）、24 日（火）

土 田 保 育 園 ４日（水）、18 日（水）、25 日（水）

めぐみ保育園 ５日（木）、12 日（木）、19 日（木）、26 日（木）

兼 山 保 育 園 ４日（水）、18 日（水）、25 日（水）

瀬 田 幼 稚 園 18 日（水）

※日程は、変更する場合があります。
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ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
や
ガ
ラ
ス
の
ラ
ン

プ
シ
ェ
ー
ド
か
ら
漏
れ
る
明
か
り
の
美

し
さ
。
ガ
ラ
ス
は
、
不
思
議
な
魅
力
と

華
や
か
さ
を
、
私
た
ち
の
日
常
に
添
え

ま
す
。
お
気
に
入
り
の
ロ
ッ
ク
グ
ラ
ス

や
ブ
ラ
ン
デ
ー
グ
ラ
ス
、
ワ
イ
ン
グ
ラ

ス
で
楽
し
む
お
酒
が
、
幸
せ
な
気
分
で

私
の
一
日
を
閉
じ
て
く
れ
ま
す
（
も
ち

ろ
ん
、
日
本
酒
は
可
児
の
陶
芸
作
家
に

よ
る
ぐ
い
呑
で
す
が
）。

そ
ん
な
ガ
ラ
ス
と
可
児
市
に
は
、
と

て
も
深
い
縁
が
あ
る
こ
と
を
、
皆
さ
ん

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
長
崎
に
伝
わ
っ

た
吹
き
ガ
ラ
ス
と
い
う
技
法
で
、
日
本

の
ガ
ラ
ス
製
造
が
始
ま
っ
た
の
が
17
世

紀
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
大
阪
、

京
都
へ
と
伝
わ
り
、
19
世
紀
に
な
っ
て

江
戸
と
美
濃
で
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
美
濃
が
当
時
の
美
濃
国
可

児
郡
土
田
村
で
、
全
国
で
も
４
、５
番
目

よ
う
こ
そ！

市
長
室
へ

よ
う
こ
そ！

市
長
室
へ
21

と
い
う
早
い
時
期
で
し
た
。
石
塚
岩
三

郎
と
い
う
人
物
が
、長
崎
で
「
び
い
ど
ろ
」

製
法
を
習
得
し
、
そ
の
材
料
と
な
る
良

質
な
硅け
い

石
を
、
偶
然
土
田
で
発
見
し
た

こ
と
が
始
ま
り
で
し
た
。
１
８
１
９
年

に
製
造
が
始
ま
り
、
１
８
８
８
年
に
名

古
屋
に
進
出
す
る
ま
で
の
70
年
間
、
可

児
で「
び
い
ど
ろ
」が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

当
時
の
ガ
ラ
ス
製
法
技
術
を
約

２
０
０
年
間
に
わ
た
っ
て
引
き
継
ぐ
と

い
う
、
他
に
例
の
な
い
貴
重
な
歴
史
を

伝
え
て
く
れ
て
い
る
の
が
「
わ
く
わ
く

体
験
館
（
☎
65
１
５
１
５
）」
で
す
。
市

長
室
に
も
、
岩
三
郎
が
尾
張
の
お
殿
様

に
献
上
し
た
と
さ
れ
る
「
金
魚
玉
」（
金

魚
を
入
れ
て
運
ぶ
ガ
ラ
ス
製
の
器
）
を
、

当
時
の
技
法
で
再
現
し
た
貴
重
な
作
品

が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
わ
く
わ
く
体
験
館
」
で
は
、
歴
史
の

再
現
と
伝
承
の
他
に
「
吹
き
ガ
ラ
ス
」

や「
ト
ン
ボ
玉
」「
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
」「
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
」
な
ど
の
工
芸
体
験
を
、

子
ど
も
か
ら
本
格
派
ま
で
の
多
彩
な
メ

ニ
ュ
ー
で
用
意
し
て
い
ま
す
。
市
長
室

に
あ
る
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
風
卓
上
ラ
ン
プ

や
バ
ラ
の
ピ
ン
バ
ッ
ジ
、
そ
し
て
テ
ラ

リ
ウ
ム
も
素
敵
で
す
。
テ
ラ
リ
ウ
ム
に

は
、
大
好
き
な
観
葉
植
物
を
植
え
込
ん

で
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
わ
く
わ
く
体
験
館
」
に
は

宿
泊
施
設
や
体
育
館
も
あ
り
、
近
隣
に

は
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
広
場
も
あ
っ
て
、

家
族
連
れ
か
ら
グ
ル
ー
プ
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
利
用
が
可
能
で
す
。
貴
重
な
可

児
の
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
、
ガ
ラ
ス
工

芸
体
験
や
ス
ポ
ー
ツ
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
会
議
、
家
族
団
ら
ん
に
、
ぜ
ひ
「
わ

く
わ
く
体
験
館
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ガ
ラ
ス
と
可
児
市硝子製造の経費が分かる江戸末期の貴重な資料

楽しみが詰まった「わくわく体験館」

土田村の工場跡地から
出土した坩

る つ ぼ

堝。青く見
える部分がガラス。

体
験
館
で
制
作
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の
実
用
例
。
日
常
生
活
を
華
や
か
に
彩
り
ま
す
。
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展示のご案内（本館）
図書館講座
読み聞かせボランティア講座

新しく入った本

図書館だより
図書館本館（広見）� ☎� 5120
帷子分館� ☎� 8530
桜ケ丘分館� ☎� 3473

本館・分館共通
毎週月曜日、27 日（金）休館日

本館　火～金　午前 10 時～午後７時
　　　土日祝　午前 10 時～午後５時
帷子・桜ケ丘分館　午前９時～午後５時

開館
時間

「ぎふの森と里山展」
（ぎふ森林づくりサポートセンター）
期間　２月26日（木）まで
岐阜県は県土の約82％が森林である全
国有数の森林県です。県内の豊かな森林
と里山について知り、森林づくりと里山
保全の活動を始めましょう。

「花
はな

野
の

に眠る」
森
も り や

谷明
あ き こ

子 /著（東
とうきょう

京創
そうげんしゃ

元社）
「決戦！関

せ き が は ら

ケ原」
伊
い と う

藤潤
じゅん

ほか /著（講談社）
「今日からはじめるやさしい陶芸入門」

上
うえむら

村祥
よ し お

雄 /著（金
きんえんしゃ

園社）

「『知』のビジュアル百科」全50巻
（あすなろ書房）

「僕たちの国の自衛隊に21の質問」
半
は ん だ

田滋
しげる

/著（講談社）

「動物の見ている世界」
ギョーム・デュプラ/著
渡
わたなべ

辺滋
し げ と

人 /訳（創
そうげんしゃ

元社）
「メリーさんのひつじ」

ウィル・モーゼス/さく
こうのすゆきこ/訳（福音館書店）

期日　３月４日（水）
場所　図書館本館３階　学習室
時間　午後１時30分～３時
講師　今井美

み つ こ

都子さん（児童書専門店主、
児童文学研究家）

定員　40人（先着順）
受付開始　２月10日（火）
昔話絵本を使った勉強会です。岐阜県図
書館所蔵の「読みくらべ絵本セット」を
見て勉強します。読み聞かせボランティ
アをしている人、興味のある人は、ぜひ
参加してください。

市民・行政一体
型フェイスブック
「かにすき」

　イベントや子育て、おすすめス
ポットなど、市内の情報が満載‼
　可児の魅力をみんなで共有しま
せんか？
　目指せ 10 万人の「かにすき」！

かにすき　可児 検索

記念冊子「オーイしんちゃん」

好評発売中！

【
一
般
書
】

【
児
童
書
】

【
一
般
書
】

●木曜日　11:20~
「ようこそ ! 市長室へ」（第１）
「可児市ふるさと広報大使塚本明里の「あかりぃ話」」（第２，４）
「可児市役所からこんにちは」（第３）
●月~金曜日　8:00~「おはよう可児市役所」
●毎週土曜日　10:00~「発見 ! 可児の魅力」

番
組
案
内

専用電話番号  ☎ 0574 � 1548
※通話料金が必要です。
※防災無線放送後、24 時間経過すると消去されます。

　あらかじめ登録した携帯電話な
どのメールアドレスに、災害や気
象に関する情報を配信します。

　市内各地の防災スピーカーを通じて緊急放送
を流します。　災害が発生した時、または災害が発生する恐れのある時

に、防災に関する情報を市民の皆さんにお知らせします。

☎
登録方法はコチラ

もう一度確認を！災害時の情報収集

「防災無線」電話で確認サービス

防災無線

すぐメールかに

（デジアナ７ch、デジタル12ch）

放送
時刻

月～金曜日　7:00・12:00・17:00・19:00・22:00
土・日曜日　7:00・12:00・19:00・21:00

※番組の内容や時間は変更することがあります。デジタ
ル12chのデータ放送で、市政情報も発信しています。

２／７（土）～ 13（金）
ようこそ ! 市長室へ
２／１４（土）～ 20（金）
簡単！山ごはんレシピ
Ｋルートで行こう！

２／２１（土）～ 27（金）
●好きなのはカニダー
２／28（土）～３／６（金）
●豊蔵の世界 vol.2
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広報かには、ボランティアグループ「音訳・ヴォイスの会」の皆さんにより
音訳されています。音訳版を希望する人は、図書館本館へご連絡ください。
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消防
出初式

　市は、１月11日に文化創造センター・アーラで成人
式を開催し、出席した新成人約８００人の新たな門出を
祝いました。式典に続いて実行委員会によるイベントも
行われ、懐かしい恩師の登場などで会場が盛り上がり
ました。
　また新成人をお祝いする気持ちを込めて、市と実行
委員会ＯＢが連携して、金屏風や和傘などの小道具を準
備した撮影ブースを設置しました。
　新成人は、友人らと相談しながらポーズを決め、記
念の１枚を撮影していました。写真は市公認フェイス
ブック「かにすき」で紹介しています。

成人式を企画・運営した実行委員会の皆さん

782
2015年２月１日号

「広報かに」2 月１日号、１部当たりの
印刷費は約8.04 円（税込み）です。

広報かには環境にやさしい再生紙を使用しています。
植物油インキで印刷されています。

市の人口　100,927人 （男／49,990人　女／50,937人）　世帯数　39,609世帯（1月１日現在）
 （前月より17人増、3世帯減、昨年同月より160人増、503世帯増）

240

１月11日、消防出初式が行われました。
一斉放水では、色鮮やかな放水と虹との競演を見る
ことができ、会場に訪れた市民からは歓声があがっ
ていました。

可児川にて


